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平
成
２
７
年
度 

黒
羽
四
地
区
公
民
館
事
業 

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ 

平
成
２
２
年
度
か
ら
続
い
て
い
る
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
は
６
回
目
と
な
り
、

今
年
は
尾
瀬
沼
の
水
芭
蕉
を
見
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
２
７
年
６
月
１
４
日 

早
朝
４
時
３
０
分
黒
羽
支
所 

に
集
合
し
、
小
雨
が
降
っ
て 

い
た
が
天
気
予
報
で
は
徐
々 

に
回
復
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、 

４
時
５
０
分
に
一
般
参
加
者 

２
３
名
、
公
民
館
関
係
者
５ 

名
、
黒
羽
山
の
会
員
９
名
の 

総
勢
３
７
名
が
大
型
バ
ス
で 

出
発
し
た
。 

車
中
で
、
海
野
公
民
館
長
、 

藤
田
地
区
協
議
会
長
の
挨
拶 

が
あ
り
藤
田
名
誉
会
長
か
ら 

今
回
の
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
の 

解
説
、
留
意
点
に
つ
い
て
話 

が
あ
っ
た
。
走
行
中
小
雨
が
降
り
続
い
て
い
た
が 

藤
田
名
誉
会
長
か
ら
塩
原
を
過
ぎ
れ
ば
必
ず
天
気 

が
回
復
す
る
と
の
言
葉
に
全
員
安
心
し
て
い
た
が
、 

福
島
県
に
入
っ
て
か
ら
の
田
島
道
の
駅
で
は
雨
足 

が
強
く
な
り
不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
て
、
と 

う
と
う
桧
枝
岐
村
に
入
る
頃
は
土
砂
降
り
と
な
っ 

て
し
ま
い
バ
ス
の
中
は
話
し
声
も
少
な
く
静
か
に
な
っ
て
き
た
。
途
中
で

黒
羽
山
の
会
員
の
紹
介
が
あ
り
、
今
回
は
三
班
に
分
か
れ
、
藤
田
名
誉
会

長
が
Ｃ
Ｌ
で
各
班
長
に
佐
藤
・
金
丸
・
市
村
、
遊
動
隊
と
し
て
荒
木
・
大

金
・
辺
見
・
坂
本
・
薄
井
が
各
班
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
行
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

           

バ
ス
は
予
定
よ
り
少
し
早
い
７
時
３
５
分 

に
終
点
の
御
池
駐
車
場
に
着
き
、
直
ぐ
に
シ 

ャ
ト
ル
バ
ス
へ
の
乗
り
換
え
準
備
を
し
、
雨 

は
小
降
り
と
な
っ
て
き
た
が
雨
具
を
着
け
る 

よ
う
Ｃ
Ｌ
よ
り
指
示
が
あ
り
各
自
終
了
後
他 

の
一
般
乗
客
も
数
名
い
た
の
で
二
回
に
分
け 

て
の
出
発
と
な
っ
た
。
途
中
シ
ャ
ト
ル
バ
ス 

の
運
行
区
間
で
道
路
が
一
部
陥
没
し
て
不
通 

と
な
っ
て
い
る
た
め
バ
ス
を
降
り
て
１
・
５ 

ｋ
ｍ
を
歩
い
た
。
途
中
の
標
高
１
６
０
０
ｍ 

付
近
で
は
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
が
満
開 

 
    尾瀬沼 バックは東北の最高峰燧ケ岳 

 
今年は水芭蕉を見に来ました 

 
  午前 4 時 30 分黒羽支所集合 

 
    バスもまた楽し！  

御池に到着 まずすることは「腹ごしらえ！」 
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と
な
っ
て
お
り
道
端
に
は
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
が
赤
紫
色

の
可
憐
な
花
を
つ
け
始
め
て
い
た
。
再
び
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
沼

山
峠
口
で
後
続
バ
ス
組
と
合
流
し
、
各
班
毎
に
整
列
し
て
９
時
１
０
分
に

Ｃ
Ｌ
を
先
頭
に
総
勢
３
７
名
で
尾
瀬
沼
に
向
け
て
出
発
し
た
。 

沼
山
峠
口
で
は
雨
も
止
ん
で 

空
も
少
し
明
る
く
な
っ
て
き
た 

の
で
今
日
は
雨
の
心
配
も
な
く 

な
り
少
し
涼
し
い
良
い
コ
ン
デ 

シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。
こ
の
付
近 

山
あ
り
、
昨
年
の
台
風
の
た
め 

か
倒
れ
て
い
る
木
も
見
受
け
ら 

れ
近
く
で
は
ウ
グ
イ
ス
、
カ
ッ 

コ
ウ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声 

が
響
き
春
か
ら
初
夏
へ
の
移
り 

 
 

変
わ
り
を
感
じ
た
。
登
山
道
は 

 

 

峠
口
よ
り
す
ぐ
に
木
道
と
な

り
雨
で
濡
れ
て
い
た
が
大
変

歩
き
易
く
途
中
で
班
毎
に
先

頭
を
交
代
し
な
が
ら
進
ん
で

い
っ
た
。
こ
の
木
道
は
カ
ラ

マ
ツ
材
を
使
い
１
０
年
で
取

替
え
す
る
そ
う
で
す
。 

９
時
４
０
分
今
回
の
最
高 

地
点
で
あ
る
沼
山
峠
を
過
ぎ 

た
展
望
台
に
着
き
、
全
員
の 

記
念
写
真
を
撮
り
小
休
憩
後 

出
発
し
た
。
こ
の
付
近
で
は 

ピ
ン
ク
色
の
イ
ワ
ナ
シ
が
登 

山
道
に
沿
っ
て
沢
山
咲
い
て 

い
た
。
途
中
で
の
小
休
憩
後 

い
よ
い
よ
大
江
湿
原
が
現
れ
す
ぐ
に
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
が
ま
だ
咲
い
て
い
て
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
も
咲
き
誇
っ
て
お
り
木
道
を
ゆ
っ
く
り
進
み
な
が
ら
植
物

の
観
察
や
写
真
撮
影
を
し
て
い
っ
た
。
足
元
を
見
れ
ば
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

カ
マ
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
小
さ
な
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
い
て
い
て
、

尾
瀬
沼
に
近
づ
く
に
つ
れ
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
群
生
が

現
れ
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
の
白
と
黄
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
見
事
で
あ
る
。 

      

 
通行止め区間 1.5km を歩く 

 
ムラサキヤシオ 

 
ノビネチドリ 

ハクサンチドリ 

 
沼山峠休憩所を出発 直ぐに雪渓あり 

 
   本日最初の記念撮影 沼山峠展望台にて 

 
    イワナシ 

 
ミネザクラ 

シナノキンバイ 
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１
０
時
５
０
分
ハ
イ
カ
ー
で 

賑
わ
っ
て
い
る
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ 

ー
セ
ン
タ
ー
前
に
到
着
し
、
全 

員
で
燧
ケ
岳
を
バ
ッ
ク
に
記
念 

写
真
を
撮
り
Ｃ
Ｌ
よ
り
１
２
時 

３
０
分
長
蔵
小
屋
前
に
集
合
の 

指
示
が
あ
り
昼
食
、
自
由
時
間 

と
し
た
。
私
達
山
の
会
員
は
長 

蔵
小
屋
の
休
憩
所
で
各
々
持
参 

し
た
お
弁
当
で
楽
し
い
食
事
が 

出
来
、
そ
の
後
付
近
の
散
策
を 

し
た
。
長
蔵
小
屋
の
前
で
は
シ 

が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
（
植 

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。
小
屋 

の
三
平
峠
寄
り
で
は
木
道
か
ら 

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
落
、
尾
瀬
沼
、
燧
ケ
岳
と
一
直
線
上
に
見
ら
れ
本
日

の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
出
来
た
気
が
し
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
裏
側
で

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
建
設
資
材
の
運
搬
・
荷
卸
し
が
行
わ
れ
て
お
り

貴
重
な
作
業
風
景
を
見
学
で
き
た
。 

又
、
上
空
に
は
イ
ワ
ツ
バ
メ
が
沢 

山
飛
び
交
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
軒
下
な 

ど
で
巣
造
り
、
子
育
て
を
し
て
秋 

口
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
渡
っ
て 

ゆ
く
そ
う
で
す
。 

１
２
時
２
０
分
長
蔵
小
屋
前
に 

全
員
が
集
合
し
記
念
写
真
を
撮
り
、 

雪
山
賛
歌
の
一
番
と 

六
番
を
合
唱
し
、
１ 

２
時
３
０
分
に
長
蔵 

小
屋
を
後
に
し
た
。 

復
路
は
往
路
と
同 

じ
木
道
を
歩
き
、
こ 

の
時
間
に
な
る
と
晴 

れ
間
も
出
て
き
て
ハ 

イ
カ
ー
で
大
変
賑
わ 

っ
て
い
た
。 

                 

 
全員の目線の先は？ 長蔵小屋の前で 

 
   エゾムラサキ 幻想的な花でした 

 

    タテヤマリンドウ 

 

ショウジョウバカマ 

 
   シラネアオイ 

 

  リュウキンカ 

 
   オオタチツボスミレ 
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復
路
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス 

で
進
み
尾
瀬
沼
、
大
江
湿
原
の
花
々 

と
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
１
２
時
５ 

５
分
大
江
湿
原
入
口
で
小
休
止
し
て 

水
分
補
給
を
し
た
。
朝
の
木
道
は
雨 

で
濡
れ
て
い
た
が
帰
り
に
は
乾
い
て 

お
り
滑
る
心
配
も
な
く
順
調
に
進
み
、 

途
中
の
沼
山
峠
展
望
台
で
小
休
止
を 

し
て
尾
瀬
沼
方
面
を
見
納
め
最
後
の 

上
り
下
り
に
注
意
し
て
１
４
時
０
０ 

分
沼
山
峠
口
バ
ス
停
に
全
員
無
事
到 

着
し
た
。 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
は
す
ぐ
に
全
員 

が
乗
車
し
途
中
か
ら
１
・
５
ｋ
ｍ
の 

区
間
を
歩
い
た
の
ち
再
度
バ
ス
に
乗
り
換
え
予
定
よ
り
少
し
早
い
１
５
時

御
池
駐
車
場
に
全
員
元
気
に
到
着
し
た
。
今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
黒

羽
山
の
会
の
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
た
の
で
大
変
目
に
着
き
や
す
く

参
加
者
も
迷
う
こ
と
な
く
遊
動
・
集
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
た
と
思
わ
れ

た
。 バ

ス
で
の
帰
路
も
往
路
と
同
じ
ル
ー
ト
だ
が
、
天
気
が
回
復
し
晴
れ
間

が
覗
い
て
お
り
遠
く
の
山
々
も
望
め
、
途
中
の
田
島
道
の
駅
で
休
憩
、
買

物
を
し
、
最
後
に
藤
田
地
区
協
議
会
長
、
藤
田
名
誉
会
長
の
挨
拶
後
１
８

時
１
０
分
黒
羽
支
所
に
到
着
し
た
。
今
年
度
の
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
も
事
故

も
な
く
予
定
通
り
実
施
出
来
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
班
長
を
務
め 

た
佐
藤
さ
ん
、
金
丸
さ
ん
、
市
村
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
薄
井
隆
男 

記
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
写
真
撮
影 

辺
見
） 

 

       大江湿原を戻ります 

 
 本日参加のスタッフ 9 名。お揃いの T シャツが素敵です。  

    市村班長 

 
   佐藤班長 

 
金丸班長 

 
ようこそここへ！ 

○コースタイム 

 黒羽支所＝御池 P～シャトルバス＆徒歩～沼山峠口－沼山峠 

  04:30  07:35                 09:10  09:40 

―ビジターCー沼山峠―沼山峠口 ～ 御池 P ＝黒羽支所 

10:50～12:30  13:35   14:00    15:00～30  18:10 

○と き 平成 27 年 6 月 14 日（日） 

○ところ 尾瀬沼（福島県） 

○参加費 2,000 円 


